
第 1号議案 

 

令和６年度事業報告 
 

1-1  概況 

学校運営においては、新型コロナウイルス感染症の影響も薄れ、ほぼこれまで通りの学生生

活となった。 

入国制限も無く、日本への留学がブームとなっている国もあることから、留学生（日本語科）

の入学は、順調に推移した。一方、国際ビジネス科は、本学園日本語科の卒業生に限られる

ため、一定数の確保にとどまった。 

日本人対象の学科では、３学科とも入学者数が低迷し、非常に厳しい結果となった。18 歳

人口の減少だけでなく、県外進学率の回復、大学入学のハードル低下、高校就職先の増加な

ど、コロナ前以上に厳しい環境となっている。 

既卒・社会人の入学についても、人手不足による求人の増加などにより、期待した成果を出

せなかった。 

 

1-2  基本方針 

誠実・明朗・進取を校訓とし、地域発展の中核となる高度な専門的知識・技能を備え、かつ

豊かな人間性と社会人としての教養を身につけた人材を育成する。 

 

1-3  教育における重点事項 

専門分野の知識と技術の習得・専門能力と実践力を証明する高資格の取得・資格取得への努

力、自発的取組による自主性の涵養・幅広い視野とコミュニケーション能力を持つ豊かな人

間性の形成・社会人にふさわしい礼節、マナーの育成と、留学生の日本語力向上と日本の文

化・習慣を身に付けることに重点をおいた。 

 

1-4  学科・コースの再編・充実 

学科関係業界の外部有識者を交えてカリキュラム編成委員会を 2 回実施し、いただいたご

意見を基に教育内容の追加変更について反映させた。 

 

1-5  学生の募集活動について 

令和７年度日本人入学生合計 32名（昨年 40 名 ※国際ビジネス科、日本語科を除く） 

少子化・コロナ等の環境変化要因により、日本人入学者については前年比 80％となった。

留学生においては、国際ビジネス科は、募集を再開し入学者は 12名となった。日本語科留

学生については、４月生・10 月生併せて 40 名の入学者を得ることができ、令和６年４月生

として現時点で 40 名の入国許可が出ている。 

 

オープンキャンパス 

前年同様の内容・時間・設営とし、予定回数全てを実施することができた。社会人対象、

保護者対象など対象別による分散開催など様々な工夫を行ったが、参加人数は昨年並みの

103.9％となった。 

オープンキャンパス 12 回、学校説明会 3 回 

延べ 107 名が参加（昨年度比 103.9％） 

 

校内ガイダンス及び会場ガイダンス 

校内ガイダンス 35回（△3）、149人（+9） 

会場ガイダンス 10回（+3）、164 人（+6）※内安曇野地区 1 回、岡谷 1 回、佐久地区 1 回 

学校案内パンフレット・ホームページ及び各科リーフレット 

2025 版パンフレット 2,800 部作成 資料請求数 2,309（昨年比 97％） 

※新規広報活動 



LINE広告、高校対象 Web広告 

 

1-6  主な資格取得実績 

歯科衛生士国家資格 87.5％合格・医薬品登録販売者資格 92％合格 ※全国合格率 44％ 

1 人あたり資格・検定平均取得数 8.6 ※歯科衛生士科・国際ビジネス科除く 

 

1-7  学生の就職について 

学内就職ガイダンス キックオフセミナー、保護者対象説明会ほか、各種セミナーは開催す

ることができた。 

学外就職ガイダンスはほぼオンライン開催となり、採用試験等もオンラインで実施する企

業も非常に多くなった。時期的には 3月までずれ込む学生も出たが、就職希望者中 100％の

学生が就職することができた。 

就職状況  

歯科衛生士科         100％  

医薬サポート科        100％ 

ＩＣＴシステム・デザイン科  100％ 

国際ビジネス科          - 

日本語科 

 

1-8  地域貢献活動 

地域中学校へのキャリア教育等出前授業を行った。 

他のボランティア活動も、芹田地区公民館での留学生交流会、中学校、高等学校との外国人

交流授業など本年も開催された。 

 

1-9  教職員の能力向上 

研修会参加実績 

研修等はほぼすべてがオンライン研修となったが、各科毎に様々なセミナー・研修会に参

加し、教員の専門能力のアップに努めている。 

資格取得支援制度利用件数 3件 

 

1-10  留学生の動向 

令和６年度の日本語科留学生の募集は、堅調に推移した。スリランカ、ネパールが中心とな

った。しかし、入管より「適正校（クラスⅠ）」に認定されたことから、当校からの申請書

類が簡素化されるとともに、許可率も向上した。 

一方、「適正校（クラスⅠ）」の認定を維持できるだけでなく、国際ビジネス科への進学も見

据えた留学生の選考を現地で行えるようにするとともに、入国後以降の指導を徹底する必

要がある。 

 

  



2 在学生数 

令和６年度在学生数（令和６年５月１日現在）  

 1 学年 2 学年 3 学年 合計  

ICT システム・デザイン科 9 20 - 29 内職業訓練生 4名 

医薬サポート科 11 21 - 32  

歯科衛生士科 21 19 24 64  

国際ビジネス科 12 0 - 12  

日本語科 43 46 - 89  

合計 96 106 24 226  

※令和７年度在学生 85 90 18 193  

 

3 募集状況 

令和７年度入学者数（令和７年 5月 1 日現在）昨年対比 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 就職状況 

   就職（進学）状況（令和 6年 5月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 役員会 

     令和 6年   5 月 24 日   令和 6年度第一回評議員会・理事会 

     令和 7年   3月 31 日   令和 6年度第二回評議員会・理事会 

 

          以上 

ICT システム・デザイン科 11 内訓練生 1 ＋2名  

医薬サポート科 9  －2名  

歯科衛生士科 12  －8名  

国際ビジネス科 12  ±0名  

日本語科  40  －3名 ※4月生の比較 

合計 84  －11名  

 卒業者 就職希望 就職者 進学他 就職率 

ICT システム・デザイン科 19 18 18 1 100％ 

医薬サポート科 21 21 21 0 100％ 

歯科衛生士科 24 24 24 0 100％ 

国際ビジネス科 0 0 0 0 - 

日本語科 0 0 0 0  

合計 64 63 63 1 100％ 


